
２

第
４
回
定
例
会
で
討
論
の
あ
っ
た
主
な
議
案
に

つ
い
て
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
平
成
24
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　

こ
の
予
算
に
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
八
條
図
書

館
・
八
條
公
民
館
指
定
管
理
料
と
し

て
、
限
度
額
４
億
26
万
３
千
円
の
債

務
負
担
行
為
補
正
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。
公
立
図
書
館
の
管
理
運
営
は
、

地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
第
３

項
で
は
「
指
定
管
理
者
制
度
は
、
公

の
施
設
の
設
置
の
目
的
を
効
果
的
に

達
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
指
定
す
る

も
の
（
指
定
管
理
者
）
に
、
当
該
公

の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
例
外
的
な
規
定
で
あ

り
、
基
本
的
に
は
教
育
委
員
会
が
直

接
行
う
こ
と
が
原
則
だ
。
従
っ
て
、

指
定
管
理
者
に
委
ね
る
場
合
は
、
図

書
館
設
置
の
目
的
が
効
果
的
に
達
成

で
き
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
れ
に
は
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と

管
理
運
営
の
現
状
を
分
析
し
、
克
服

す
べ
き
課
題
を
明
確
に
し
、
解
決
の

た
め
に
は
指
定
管
理
者
に
委
ね
る
こ

と
が
必
要
だ
と
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
分
析
に
は
、
市
と
し
て
目

指
す
べ
き
図
書
館
像
「
図
書
館
ビ
ジ

ョ
ン
」
の
策
定
は
必
須
だ
が
、
今
日

ま
で
作
ら
れ
ず
に
移
行
が
準
備
さ
れ

て
き
た
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
の
選
定
基
準

設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
「
当
該
施
設

の
態
様
に
応
じ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
専
門
的
知
見
を
有
す
る
外
部

有
識
者
等
の
視
点
を
導
入
す
る
こ

と
」
や
「
選
定
委
員
に
は
施
設
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
等
に
応
じ
た
専
門
家
が

確
保
さ
れ
て
い
る
か
」
な
ど
が
国
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
急
ぐ
あ
ま

り
、
選
定
委
員
会
を
条
例
で
な
く
要

綱
で
設
置
し
た
た
め
、
外
部
の
専
門

家
を
入
れ
た
場
合
、
違
法
に
な
る
恐

れ
が
あ
る
と
の
指
摘
に
、
当
初
の
外

部
専
門
家
の
活
用
は
見
送
ら
れ
、
内

部
の
職
員
の
み
の
選
定
委
員
会
と
し

て
し
ま
っ
た
。

　

図
書
館
・
公
民
館
の
よ
う
な
施
設

へ
の
導
入
は
、
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
く
市
の
要
求
水
準
を
示
し
、
そ
の

上
で
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
使
っ
て
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図
る

と
い
う
の
が
本
来
の
あ
り
方
だ
。
要

求
水
準
が
高
け
れ
ば
管
理
料
は
当
然

高
く
な
る
。

　

し
か
し
、
要
求
水
準
書
も
出
さ

ず
、
「
導
入
あ
り
き
」
の
市
の
進
め

方
は
、
結
果
と
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
不
安
が
残
る
。
ま
ず
は
図
書
館
ビ

ジ
ョ
ン
を
作
成
し
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
達
成
す
る
た
め
に
、
指
定
管
理
が

最
適
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
条
例
設

置
の
外
部
の
専
門
家
を
入
れ
た
選
定

委
員
会
で
検
討
す
べ
き
だ
。

　

よ
っ
て
、
導
入
は
時
期
尚
早
と
考

え
、
反
対
す
る
。

　

ま
た
、
同
様
な
理
由
か
ら
、
議
案

第
１
０
７
号
に
つ
い
て
も
反
対
す

る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
を
見
ま
す
と
、

主
な
も
の
と
し
て
、
歳
入
で
は
、
扶

助
費
の
増
加
見
込
み
に
伴
う
生
活
保

護
費
負
担
金
の
増
額
や
、
交
通
環
境

整
備
事
業
の
実
施
に
伴
う
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
の
予
算
化
な
ど
、

収
入
の
見
込
み
等
を
的
確
に
捉
え
る

と
と
も
に
、
時
宜
を
得
た
適
切
な
予

算
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま

す
。

　

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
で
す
が
、

民
生
費
で
は
、
交
通
環
境
整
備
事
業

（
ゾ
ー
ン
30
）
の
実
施
に
伴
う
道
路

標
示
等
設
置
工
事
費
が
予
算
化
さ
れ

る
な
ど
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心

に
つ
な
が
る
経
費
に
つ
い
て
適
切
に

予
算
措
置
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、
国
土
交
通
省
が
施

工
す
る
新
堀
排
水
機
場
改
築
工
事
に

係
る
負
担
金
が
予
算
化
さ
れ
、
排
水

能
力
の
向
上
に
よ
り
浸
水
被
害
の
軽

減
が
よ
り
一
層
図
ら
れ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
小
・
中
学
校
の
学

級
数
の
増
加
に
伴
う
消
耗
品
費
の
増

額
や
、
潮
止
中
学
校
駐
輪
場
増
築
工

事
に
係
る
設
計
業
務
委
託
料
が
予
算

化
さ
れ
る
な
ど
、
教
育
環
境
の
整
備

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
で
は
、

「
八
條
図
書
館
・
八
條
公
民
館
指
定

管
理
料
」
が
追
加
さ
れ
る
な
ど
、
適

平成２5年（２０１3年）2月

討
　
論

反
対
討
論
（
市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会
）

反
対
討
論
（
市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会
）

賛
成
討
論
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

賛
成
討
論
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

切
に
予
算
措
置
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
今
回
の
補
正
予
算
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
近
年
の
市
財
政
を
取

り
巻
く
厳
し
い
状
況
の
も
と
で
、
健

全
な
運
営
を
に
ら
ん
だ
適
切
な
措
置

が
な
さ
れ
、
ま
た
、
市
民
の
利
便
性

向
上
と
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
に
素

早
く
対
応
す
る
た
め
の
予
算
が
措
置

さ
れ
て
お
り
、
大
い
に
評
価
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
本
議
案
に
対
し
、
賛
成

の
意
を
表
し
、
討
論
と
い
た
し
ま

す
。

■
八
潮
市
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

提
案
理
由
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
一

括
法
の
施
行
に
よ
る
公
営
住
宅
法
の

一
部
改
正
等
に
伴
う
も
の
」
と
さ
れ

た
。
先
の
一
般
質
問
答
弁
で
は
、

「
こ
の
改
革
は
、
従
来
の
国
が
地
方

に
優
越
す
る
上
下
の
関
係
か
ら
、
対

等
の
立
場
で
対
話
の
で
き
る
関
係
へ

と
根
本
的
に
転
換
し
、
国
民
が
地
域

の
住
民
と
し
て
み
ず
か
ら
の
暮
ら
す

地
域
の
あ
り
方
に
つ
い
て
み
ず
か
ら

考
え
、
主
体
的
に
行
動
し
、
そ
の
行

動
と
選
択
に
責
任
を
負
う
と
い
う
住

民
主
体
の
発
想
に
基
づ
く
地
域
主
権

の
考
え
は
大
変
重
要
」
。
一
括
法
に

よ
る
『
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移

譲
』
と
『
義
務
づ
け
、
枠
づ
け
の
見

直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
』
に
よ

っ
て
大
き
な
前
進
が
図
ら
れ
た
。

（
中
略
）
本
市
も
、
実
情
に
応
じ
た

施
策
を
推
進
し
、
市
民
生
活
の
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
」
と
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
提
案
さ
れ
た
も
の
は
、

国
の
「
参
酌
す
べ
き
基
準
」
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
条
例
案
は
国
と
全
く
同

じ
内
容
で
、
地
域
主
権
改
革
の
意
義

が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
機
に
、
条
例
の
名

称
を
「
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
」
か
ら
、
「
住
宅
条

例
」
へ
と
変
え
、
条
例
の
目
的
や
趣

旨
に
市
の
住
宅
政
策
の
方
向
性
や
姿

勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
、
市
の
条
例
で
は
、
第
１
条

「
こ
の
条
例
は
、
公
営
住
宅
法
（
昭

和
26
年
法
律
第
１
９
３
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
市
営

住
宅
及
び
共
同
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
つ
い
て
、
法
及
び
地
方
自
治
法

（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
並
び
に

こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」
と

従
来
通
り
で
、
「
従
来
の
政
令
を
参

酌
す
べ
き
基
準
と
し
て
改
正
す
る
も

の
で
、
本
市
独
自
の
規
定
を
盛
り
込

む
内
容
で
は
な
い
た
め
、
条
例
の
目

的
は
、
改
正
せ
ず
に
従
来
通
り
と
し

た
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
だ
が
、

従
来
の
政
令
基
準
と
同
じ
で
も
今
後

は
市
が
独
自
に
判
断
し
決
め
た
基
準

と
な
り
、
従
来
の
よ
う
に
国
か
ら
押

し
付
け
ら
れ
た
基
準
で
は
な
い
。
早

急
に
一
括
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
条
例

名
と
目
的
に
変
更
す
べ
き
と
考
え
反

対
す
る
。

　

本
市
の
市
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て

は
、
公
営
住
宅
法
の
「
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
営
む
に
足
り
る
住
宅
を

整
備
し
、
こ
れ
を
住
宅
に
困
窮
す
る

低
額
所
得
者
に
対
し
て
低
廉
な
家
賃

で
賃
貸
す
る
。
」
と
い
う
目
的
に
従

い
、
５
団
地
14
棟
１
３
４
戸
が
整
備

さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
23
年
５
月

に
、
い
わ
ゆ
る
第
１
次
一
括
法
が
公

布
さ
れ
、
公
営
住
宅
の
整
備
基
準
や

入
居
収
入
基
準
が
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
条
例
に
よ
り
設
定
す
る
こ
と
を

規
定
し
た
公
営
住
宅
法
及
び
同
施
行

令
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
公
営
住
宅
法
及
び
同
施
行
令

の
改
正
に
よ
り
ま
し
て
、
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
し
て
、

市
が
地
域
の
独
自
の
基
準
を
条
例
で

定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
が
上
程

さ
れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
を
見
ま
す
と
、
新
た
に

市
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
を
整
備
す

る
際
の
基
準
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

土
交
通
省
令
で
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
「
改
正
公
営
住
宅
等
整
備
基

準
」
を
参
酌
す
べ
き
基
準
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
入
居
者
の
資
格
と
し
て
の

収
入
の
上
限
額
に
つ
き
ま
し
て
も
、

従
来
の
政
令
を
参
酌
す
べ
き
基
準
と

し
た
改
正
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
議
案
は
、
策
定
に
当
た
り
、
他

自
治
体
の
動
向
や
入
居
者
の
状
況
も

十
分
考
慮
し
た
も
の
で
あ
り
、
評
価

で
き
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
本
議
案
に
つ
い
て
、
賛

成
の
意
を
表
し
、
討
論
と
い
た
し
ま

す
。


